
重量比（％）

8.38

4.08

4.30

9.19

17.7410,160.45

96.34

5,264.34

2,463.06

0.17

食品ロス相当分

過剰除去

食べ残し（流出水分等含む）

項目

4,799.77

重量（ｔ）

100％原形保持

半分以上原形保持

手を付けていない食料品

2,336.71

ペットボトル 0.18 

プラ製容器包装 8.38 

製品プラ 2.45 

食品ロス相当分 17.74 

ゴム・皮革類 0.57 

紙類 33.49 

繊維類 5.39 
木片類 0.49 

草木類 1.50 

ガラス類 0.16 

金属類 0.61 

陶磁器類 0.11 

その他 3.40 ごみ袋 0.71 

厨芥類 42.56

プラ製容器包装 0.99 

製品プラ 7.04 
ゴム・皮革類 0.39 

紙類 0.68 

繊維類 1.15 

木片類 3.06 

厨芥類 0.40 

ガラス類 10.95 

充電式電池類 1.52 

陶磁器類 18.45 

その他 4.38 

ごみ袋 0.59 

金属類 51.92

（第４次豊中市ごみ減量計画）

ハッピー（８％）ごみ減量プラン事業等報告書速報版は、当プランの年度ごとの進捗状況を速報版として

まとめたもので、ごみの状況をみなさまにわかりやすく紹介するとともに、ごみ減量施策の進捗状況に対

し、みなさまからご意見をいただき、今後の事業展開に活かすことを目的としています。

〇計画期間

平成30年度（2018年）から令和9年度（2027年）

基本理念は ○協働で取り組む循環型社会の構築

基本施策は
○廃棄物の減量に向けた発生抑制・再使用と質の高いリサイクル（再生利用）の推進

○廃棄物の適正処理の推進

優先的な

取組み内容は

○食品ロス削減に向けた取組み

○発生抑制・再使用の推進

○再生資源集団回収の推進

○ごみ減量に向けた情報提供

○多量排出事業者におけるごみ減量の促進

○搬入物調査の活用

減量目標

平成28年度（2016年度）

約１０４千ｔ ／ 年

令和9年度（2027年度）

約９５千ｔ ／ 年

ごみの焼却処理量を令和９年度（2027年度）には

平成２８年度（2016年度）実績より 削減８％

個別目標

平成28年度（2016年度）

約４１４ｇ ／ 人 ／ 日

令和9年度（2027年度）

約３８６ｇ ／ 人 ／ 日

家庭系ごみ１人1日当たり量（再生資源除く）

約28ｇ 削減

平成28年度（2016年度）

約４３千ｔ ／ 年

令和9年度（2027年度）

約３８千ｔ ／ 年

事業系ごみ量（再生資源除く）

約5千ｔ 削減

平成28年度（2016年度）

約１５．７％

令和9年度（2027年度）

約１９．３％

リサイクル率

約3.6％ 増加

家庭系ごみ排出実態調査の結果

○組成概要

可燃ごみの42.56％は厨芥類で占められ、そのうち17.74%が食品ロスに

相当します。この食品ロスの約半分は「手を付けていない食料品」で、残り

半分は「食べ残し」でした。次に、紙類が33.49％を占め、リサイクル可能

な雑がみ（封筒、紙筒、メモ用等）等が、約12％と高い割合で含まれていま

した。プラスチック類は11.75％を占め、8.38％がプラスチック製容器包装

で、なかでも汚れていないにもかかわらず排出されていたものが2.95％含ま

れていました。量に換算すると約1,700トンとなり、これは、現在プラス

チック製容器包装で収集している量の約半分の量に相当します。

令和元年度

（2019年度）

家庭ごみ組成割合（重量比：％）

プラスチック製容器包装組成割合（重量比：％） 不燃ごみ組成割合（重量比：％） ペットボトル組成割合（重量比：％）

【食品ロス相当分排出状況】

【調査期間：令和元年（2019年）10月16日～11月7日】

汚れたもの 4.47 

蓋・ラベル付き 1.38 

プラ製容器包装 2.98 

製品プラ 0.01 

紙類 0.05 

繊維類 0.01 厨芥類 1.08 

その他 0.32 

ごみ袋 2.66 

ペットボトル 92.89

ペットボトル 2.65 

汚れたもの 20.73 

製品プラ 3.33 

ゴム・皮革類

0.27 

紙類 1.46 

繊維類 0.78 

木片類 0.09 

厨芥類 4.29 

ガラス類 0.08 金属類 0.72 

陶磁器類 0.13 

その他 1.07 

ごみ袋 2.91 

プラスチック製容器包装
82.20%

発行・お問い合わせ 豊中市環境部減量計画課 Tel：06-6858-2279 E-mail：genryou@city.toyonaka.osaka.jp.

○組成概要

ペットボトルが92.89％と大半を占め、

高い協力率が保たれていますが、そのうち

汚れたものが4.47%、蓋・ラベル付きが

1.38%含まれています。それ以外には、プ

ラボトル等のプラスチック製容器包装が

2.98％、厨芥類も1.08％混入していま

す。

○組成概要

小型家電や鍋等の金属類が51.92％と半

分を占め、その中には、収集・処理工程に

おける爆発・火災事故の原因とされる充電

式電池が約2％混入しています。

次いで、陶磁器類18.45％、ガラス類

10.95％、プラスチック類が8.62%を占め

ています。

○組成概要

プラスチック製容器包装は82.20％を占

め、そのうち汚れの激しいものが約21％で

した。また、ごみ袋を除く14.89%が異物

であり、厨芥類や製品プラスチック、ペッ

トボトルなどが混入しています。

コロナ禍により家庭系ごみ排出量が増加!?

新型コロナウイルス感染拡

大防止の外出自粛により、家

庭から排出されるごみの量が

増加しています。これは、家

の片づけやテイクアウト商品

の利用増加によるものと考え

られます。一方、店舗など事

業所から排出されるごみの量

は、約9.5％減少していま

す。

動画を活用して環境に関する情報をより幅広い世代に

効果的に発信するため、動画共有サイトYouTubeにア

カウント「とよなか環境TV」を開設しました。同アカウ

ントでは、ごみの分別・出し方の解説、海洋プラスチッ

クごみや食品ロスの問題、地球温暖化防止に向けた省エ

ネなどの本市の取組み、公園遊具の使い方など、環境に

関するさまざまなテーマ動画を配信しています。

『とよなか環境ＴＶ』YouTubeで配信中

4,868.57 

5,386.69 

5,505.44 

4,548.85 

5,385.44 

5,455.68 

5,722.12 

5,418.16 

3,500 4,000 4,500 5,000 5,500 6,000 6,500

3月

4月

5月

6月

2019年

2020年

家庭系ごみ排出量の推移

※令和2年度（2020年度）の数値については速報値です。

（ ｔ ）

令和2年（2020年）9月 令和2.09.08

第1回審議会
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令和元年度（2019年度）の取組み

ごみの焼却処理量

平成30年度
420グラム

令和元年度
415グラム

5グラム減
家庭系ごみ1人1日当たり量

平成30年度
61,074トン

令和元年度
60,872トン

202トン減
家庭系ごみ量

家庭系ごみ１人１日当たり量・家庭系ごみ量(参考）

・家庭系ごみ１人１日当たり量・・豊中市伊丹市クリーンランドへの家庭系ごみ（可燃・不燃・粗大ごみ）

搬入量（再生資源を除く）の市民１人１日あたり量

・家庭系ごみ量・・・・・・・・・豊中市伊丹市クリーンランドへの家庭系ごみ（可燃・不燃・粗大ごみ）

搬入量（再生資源を除く）の年度合計量

「家庭系ごみ1人1日当たり量」及び「家

庭系ごみ量」については、平成30年度

（2018年度）と比較して減少しています

が、目標値には達していません。これは、新

型コロナウイルス感染拡大防止の外出自粛に

よるごみの増加や人口の推移が計画値より増

加していることが主な要因と推察されます。

要因分析

家庭系ごみ排出実態調査の結果から、可燃

ごみ中には厨芥類・紙類の割合が高いことか

ら、食品ロス削減に向けた取組みの推進及び

適正な分別排出に向けた周知に努める必要が

あります。

審議会からの評価

59,838 
60,191 

61,074 60,872 

59,674 
59,405 

58,812 
58,401 

57,905 
57,662 

57,133 
56,733 

56,454 
56,345 

414 415 
420 

415 

411 
407 404 401 397 395 392 389 388 386 

290

340

390

440

50,000

55,000

60,000

65,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（ ｔ ） （ g ）

最終目標値

386ｇ

・ごみの焼却処理量・・・豊中市伊丹市クリーンランドにおいて焼却処理されるごみの年度合計量

・削減率・・・・・・・・平成28年度のごみの焼却処理量を基準とした年度ごとの削減比率

103,584 
103,967 

104,700 

103,041 

103,102 
102,573 

101,436 
100,395 

99,275 
98,614 

97,498 
96,605 

95,855 
95,368 

90,000

95,000

100,000

105,000

110,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（ ｔ ）

－0.4%
－1.1%

0.5%

2.0%
3.0%

6.7%

0%

4.1%
4.8%

5.9%

7.4% 8.0%

「ごみの焼却処理量」は、平成30年度

（2018年度）と比較して約1,659トン減少

しています。これは事業系ごみ量の減少が主

な要因と推察されます。

要因分析

平成30年度（2018年度）と比較すると

大幅に減少していますが、当年度の目標値に

は達成しておらず、さらなる取組みが必要で

す。

審議会からの評価

平成30年度
104,700トン

令和元年度
103,041トン

1,659トン減
ごみの焼却処理量

最終目標値

95,368トン

幼少期から始める美化推進活動の実施

豊中市内のこども園、幼稚園、保育園（所）の園児を対象に、幼

少期から、まちの美化意識の向上をめざし、子ども環境美化学習事

業の一環として美化清掃活動の取組みを支援することにより、きれ

いなまちを意識し、自らが清掃に関わることのできる力を身につけ

ることを目的に、幼少期

から始める美化清掃活動

を実施しました。この事

業では、清掃活動と「ま

ちの美化」に関する屋内

学習を行っています。令

和元年度（2019年度）

は、市内のこども園等8

園で実施しました。

食べ物を大切にする活動として、フードドライブの取組みが市

民や地域団体で自主的に展開されることをめざし、令和元年度

（2020年度）は、千の里新田南夏祭り、桜塚校区市民体育祭、

野畑校区市民体育祭、庄内南公民分館文化祭、新春上野フェスタ

2020においてフードドライブを実施しました。

地域のイベントにおけるフードドライブの実施

事業系ごみ量

43,099 
43,462 

42,068 

40,848 

42,755 
42,469 

41,909 
41,269 

40,615 
40,176 

39,583 
39,072 

38,585 
38,191 

35,000

37,000

39,000

41,000

43,000

45,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（ ｔ ）

「事業系ごみ量」の減少については、事業

者団体への事業系再生資源回収システムの拡

充やごみ処理施設における搬入物検査を充実

するなどの取組みが主な要因して推察されま

す。

要因分析

事業系ごみ量については、減量目標の達成

に向け、順調に減少していますが、ごみの減

量につながる情報を発信するなど、さらなる

取組みを進める必要があります。

審議会からの評価

・事業系ごみ排出量・・・豊中市伊丹市クリーンランドへの事業系ごみ搬入量

（再生資源を除く）の年度合計量

最終目標値

38,191トン

平成30年度
42,068トン

令和元年度
40,848トン

1,220トン減
事業系ごみ量

飲食店向け食品ロス削減ガイドブックの発行

飲食サービスを行う事業者に、食べ残しや仕込

み過ぎなどの要因ごとの対策や、実店舗で実施さ

れている食品ロス対策の好事例などを掲載した内

容の飲食店向け食品ロス削減ガイドブック『食品

ロス削減のためのひと工夫飲食店でできること』

を発行しました。

プラスチック削減に向けた取組み

令和元年（2019年）5月に策定された

「プラスチック資源循環戦略」では、

2030年までの目標として、ワンウェイ

（使い捨て）プラスチックを累積25％排

出抑制することなどを掲げています。

本市においては、PRグッズとして作成

した「紙製クリアファイル」を環境関連イ

ベントや出前講座で配布した他、小学校で

実施している環境学習では、海洋プラス

チックの問題を学習内容に盛り込みまし

た。また、市民との協働による取組みとし

て、北摂地域共通マイバッグキャンペーン

や美化推進重点地区での地域清掃に廃棄物

減量等推進員に参加していただきました。

リサイクル率・再生資源の量（参考）

19,610 19,298 18,912 18,728 

20,114 
20,796 

21,370 21,752 
22,208 

22,698 23,022 
23,452 23,695 23,987 

15.7% 15.5% 15.1% 15.2%

16.1% 16.6% 17.1% 17.4% 17.8% 18.2% 18.5% 18.9% 19.1% 19.3%
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30%
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20,000

25,000

30,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度

（ ｔ ）

「リサイクル率」については、横ばい傾向

ですが、再生資源の量は減少しています。リ

サイクル率及び再生資源の量については、全

国的に微減傾向です。要因のひとつとして、

新聞、雑誌等の紙類が減少していることが考

えられます。

要因分析

家庭系ごみ排出実態調査の結果から、可燃

ごみ・不燃ごみに含まれる雑紙やプラスチッ

ク製容器包装などの資源物について、適正に

分別排出するよう周知に努める必要がありま

す。

審議会からの評価

・リサイクル率・・・ごみの総量（再生資源含む）に対する家庭系及び

事業系ごみのうち資源化されるごみの合計量の割合

・再生資源の量・・・家庭系及び事業系ごみのうち資源化されるごみの合計量

最終目標値

19.3％

平成30年度
15.1％

令和元年度
15.2％

0.1％増
リサイクル率

平成30年度
18,912トン

令和元年度
18,728トン

184トン減
再生資源の量


